
熊谷市役所　3048-524-1111
妻沼庁舎・妻沼行政センター　3048-588-1321

大里庁舎・大里行政センター　30493-39-0311
江南庁舎・江南行政センター　3048-536-1521 熊谷市役所 検 索

熊谷市ホームページ

市報市報 Kumagaya City public relations magazineKumagaya City public relations magazine

2015
Vol.115

4月

P 2
P 3

P28

・・・・・・
・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・    

祝・ラグビーワールドカップ2019
熊谷開催決定！！
平成27年度予算の概要
学力向上対策を推進し、
「学力日本一」を目指します！
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祝・ラグビーワールドカップ2019
熊谷開催決定！！
平成27年度予算の概要
学力向上対策を推進し、
「学力日本一」を目指します！

熊谷西小タグラグビー部の皆さん
撮影者　秋元尚孝さん

※「熊谷市誕生10周年記念事業」の一環で募集した写真
を掲載しています。



市役所の組織の一部が
変わります！
　ラグビーワールドカップ2019の開
催地に選定されたことに伴い、4月よ
り担当部署の名称を「ラグビーワール
ドカップ招致室」から「ラグビーワール
ドカップ準備室」に変更します。

ラグビーワールドカップ2019
　　　　熊谷開催決定！！
ラグビーワールドカップ2019
　　　　熊谷開催決定！！

祝

　3月2日、アイルランドのダブリンにて行われたラ
グビーワールドカップリミテッド（ＲＷＣＬ）理事会に
おいて、開催都市として立候補した１５都市の中か
ら熊谷市を含む１２都市が決定しました。
　本市としては、ラグビーワールドカップの大会に
係る準備等を着実に推進するとともに、機運を高め、
地域活性化につなげていきます。

◆ラグビーワールドカップ準備室　3内線520
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平
成
27
年
度

予
算
の
概
要

　
平
成
27
年
度一般
会
計
の
予
算
規
模
は
６
４
６
億
円
で
、対
前
年
度
比
７・
１３
％
、

額
に
し
て
４３
億
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
主
に
、「
熊
谷
市
誕
生
10
周

年
記
念
」の
各
種
事
業
、
市
役
所
本
庁
舎
の
耐
震
化
や
小
中
学
校
屋
内
運
動
場
の

建
築
工
事
な
ど
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。　
　
　

   

◆
財
政
課
3
内
線
2
4
1

熊谷市長

富岡 清

平成２７年度の注目事業 数字は予算額

プレミアム付商品券発行事業（4億4,800万円）
　多くの方に利用いただけるように、過去最大の総額２４
億円のプレミアム付商品券（プレミアム分２０％）を発行し
ます。（３月補正予算）
記念式典事業（852万円）
　平成１７年１０月１日に誕生した熊谷市が、本年、１０周
年を迎えることを記念し、新市のこれまでの歩みを振り返
り、市政に協力いただいた方々に感謝の意を表する式典
を開催します。
親善大使シンポジウム事業（103万円）
　１０周年記念式典に合わせ、本市の親善大使であるブラ
ザートムさん、相島一之さん、ＳＨＩＯＲＩさんを招き、熊谷の
思い出や魅力をテーマにしたシンポジウムを開催します。
市勢要覧発行事業（1,100万円）
　１０周年を記念した市勢要覧を作成し全戸配布します。
森村誠一熊谷への思いを語る事業（42万円）
　森村誠一氏に、郷土熊谷への思いや作家活動５０年の
中での思い出などを語っていただきます。
みんなでお祝い！プレミアム給食事業（736万円）
　地元産野菜等の材料を使用した特別メニューの給食を
提供します。
金子兜太句碑設置事業（182万円）
　名誉市民である俳人の金子兜太氏に、熊谷の風土にち
なんだ俳句を詠んでいただき、その句にふさわしい場所
に句碑を設置します。

ちびっこ元気事業（350万円）
　熱中症予防のため、3歳児を対象に、熊谷市オリジナルの
冷却機能を備えた垂れ付き帽子を配布します。（3月補正予算）
えんむすび日傘事業（180万円）
　妻沼聖天山周辺の商店街等に、誰でも自由に使える日
傘（和傘）を置き、観光客のまちなかの移動を快適にする
とともに、「おもてなしの熊谷」をPRします。（3月補正予算）

三世代ふれあい家族住宅取得等応援事業 （5,022万円）
　市内で親世帯と子世帯が同居または近居し、住宅を新
築、購入または増改築した場合に費用の一部を補助しま
す。（３月補正予算）
固定資産税等の課税免除 　　　　　
　新たに本市に居住する４０歳未満の方が新築または購入
する住宅の固定資産税および都市計画税を一定期間全額
免除します。
学習支援充実くまなびスクール事業（879万円）
　学力日本一を目指し、中学生を対象に、教員ＯＢや大学
生等を指導者に、各学校において補充学習を実施します。
（３月補正予算）
子育て応援予防接種スケジュール支援アプリ導入事業（148万円）
　予防接種の時期等を管理するアプリ「子育てモバイル
サービス」を導入します。（３月補正予算）

暑さ対策(新規事業)

人口増対策（子育てするなら熊谷市！）

　
平
成
27
年
度
は
、
新
熊
谷
市
が
誕

生
し
て
10
年
の
節
目
の
年
と
な
り

ま
す
。
本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
10

年
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

本
市
の
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
、

﹁
新
た
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ
﹂
踏
み
出

す
一
歩
と
な
る
記
念
の
年
と
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
平
成
27
年
度
の
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て

は
、
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画

の
基
本
と
な
る
９
つ
の
施
策
に
、
私

の
55
の
政
策
提
言
を
加
え
、
計
画
推

進
の
た
め
の
主
要
な
事
業
を
中
心

に
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

﹁
熊
谷
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業
﹂

と
し
て
、
記
念
式
典
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
記
念
事
業
や
、
人
口
増
に

資
す
る
子
育
て
支
援
の
た
め
の
事

業
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
小
中
学

校
屋
内
運
動
場
の
建
築
工
事
、
道
路

整
備
な
ど
の
基
盤
整
備
事
業
等
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
補
正
予
算
に
お
け
る

地
方
創
生
の
た
め
の
交
付
金
を
活

用
す
る
た
め
、﹁
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
発
行
事
業
﹂
な
ど
の
商
業
振
興

を
は
じ
め
、
人
口
増
対
策
、
子
育
て

支
援
、
観
光
振
興
な
ど
の
事
業
を
３

月
補
正
予
算
に
計
上
し
、
本
年
度
に

繰
り
越
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
市
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
、
総
合

振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
を
推
進

す
る
た
め
に
、﹁
し
ん
﹂
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、﹁
ひ
と
を
大
切

に
﹂﹁
ま
ち
を
元
気
に
﹂﹁
み
ら
い
を

拓
く
﹂
の
３
つ
を
基
本
姿
勢
と
し

て
、
本
市
の
将
来
を
し
っ
か
り
と
見

据
え
、
市
民
の
皆
様
か
ら
望
ま
れ
る

ま
ち
を
実
現
で
き
る
よ
う
力
強
く

着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

熊谷市誕生10周年記念事業

ひ
ら

とう　 た



❹
だ
れ
も
が
安
心
し
て

健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

❺
自
然
の
豊
か
さ
が

　
　

あ
ふ
れ
る
ま
ち
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防
災
行
政
無
線
︵
固
定
系
︶

デ
ジ
タ
ル
化
事
業

　
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
合
わ
せ
、
無
線
周
波
数
の
統
合

な
ど
防
災
情
報
伝
達
の
安
定
化
を

図
る
た
め
の
工
事
を
行
い
ま
す
。 

︵
1
億
8
4
9
7
万
円
︶

　
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
の
装
着
が
義
務

化
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
の
う
ち

ラ
グ
ビ
ー
な
ど
を
行
う
学
生
に
そ

の
作
製
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。︵
1
5
0
万
円
︶

自
動
体
外
式
除
細
動
器
設

置
事
業

　
休
日
や
夜
間
に

も
使
用
で
き
る
よ

う
に
新
た
に
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
に
A
E
D
を
76

台
設
置
し
ま
す
。

︵
1
4
2
0
万
円
︶

放
課
後
児
童
保
育
室
整
備

事
業

　
熊
谷
東
小
、石
原
小
お
よ
び
別
府

小
に
児
童
ク
ラ
ブ
を
増
設
し
ま
す
。

︵
4
0
9
2
万
円
︶

あ
っ
ぱ
れ
・
天
晴
・
ス
マ
ー

ト
ハ
ウ
ス
補
助
事
業

　﹁
創
エ
ネ
﹂﹁
省
エ
ネ
﹂﹁
蓄
エ
ネ
﹂

﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
え
る
化
﹂
設
備

を
導
入
し
た
住
宅
を
市
内
に
新
築

ま
た
は
購
入
し
た
方
に
、費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

︵
３
月
補
正
予
算 

3
0
0
0
万
円
︶

❻
活
力
あ
る
産
業
が

　
　
　
　

育
つ
ま
ち

❼
便
利
で
快
適
な

人
に
や
さ
し
い
ま
ち

❾
効
率
的
で
わ
か
り

　
　

や
す
い
行
財
政

❽
地
域
に
根
ざ
し
た

教
育
・
文
化
の
ま
ち  

女
性
の
起
業
は
熊
谷
de
事
業

　
市
内
で
起
業
を
目
指
す
女
性
を

対
象
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、
相
談
会
の
開

催
、空
き
店
舗
活
用
に
よ
る
事
業
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

︵
３
月
補
正
予
算 

1
9
4
万
円
︶

あ
っ
ぱ
れ
・
天
晴
・
太
陽

光
発
電
等
普
及
推
進
事
業

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
燃
料

電
池
シ
ス
テ
ム
、太
陽
熱
利
用
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
個
人
等
に
対
し

て
、
設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。︵
4
5
4
1
万
円
︶

経
営
体
育
成
支
援
事
業

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
地
域
農
業
の
中
心
と
な
る
経

営
体
が
、規
模
拡
大
等
を
図
る
た
め

に
、
必
要
な
農
業
機
械
、
施
設
を
導

入
す
る
際
に
事
業
費
の
一
部
を
支

援
し
ま
す
。︵
3
0
0
0
万
円
︶

橋
り
ょ
う
整
備
事
業

　
老
朽
化
し
た
橋
り
ょ
う
を
計
画

的
に
改
修
し
ま
す
。

︵
2
億
2
6
6
2
万
円
︶

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
策
定
事
業

　
昨
年
度
策
定
し
た
基
本
方
針
を

も
と
に
、
市
有
施
設
の
更
新
、
統
廃

合
、大
規
模
修
繕
等
を
計
画
的
に
実

施
す
る
た
め
、基
本
計
画
の
策
定
に

着
手
し
ま
す
。︵
95
万
円
︶

北
大
通
線
自
転
車
通
行
環

境
整
備
事
業

　
県
道
熊
谷
館
林
線
か
ら
市
役
所

通
線
ま
で
の
区
間
の
自
転
車
通
行

帯
を
整
備
し
ま
す
。

︵
1
4
0
0
万
円
︶

小
中
学
校
屋
内
運
動
場
建

築
事
業

　
吉
岡
小
、
妻
沼
小
、
大
里
中
の
屋

市
史
編
さ
ん
事
業

　
熊
谷
市
史
編
さ
ん
大
綱
に
基
づ

き
、﹁
妻
沼
聖
天
山
の
建
築
編
﹂を
刊

行
し
、10
周
年
記
念
と
し
て
講
演
会

を
行
い
ま
す
。︵
3
4
8
6
万
円
︶

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
窓
口
事
業 

　
複
数
の
手
続
き
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
処
理
す
る
総
合
窓
口
の
開
設

に
向
け
、
1
階
窓
口
の
全
面
改
良

と
、
民
間
委
託
に
よ
る
フ
ロ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

︵
7
4
3
3
万
円
︶

幹
線
第
３
号
線
道
路
改
良
事
業

　
熊
谷
さ
く
ら
運
動
公
園
北
側
か
ら

籠
原
地
区
ま
で
全
線
開
通
し
ま
す
。

︵
1
億
2
7
5
2
万
円
︶

ま
ち
元
気
・
熊
谷
市
商
品

券
発
行
事
業

　
市
の
補
助
制
度
等
の
一
部
に
つ

い
て
、市
内
の
登
録
店
の
み
で
利
用

で
き
る
熊
谷
市
商
品
券
を
交
付
し

ま
す
。
ま
た
、
商
品
券
の
利
用
を
希

望
す
る
方
に
対
し
窓
口
販
売
を
実

施
し
ま
す
。

︵
３
月
補
正
予
算 

8
9
8
0
万
円
︶

あ
っ
ぱ
れ
・
冷
ま
せ
・
低
公

害
軽
自
動
車
導
入
奨
励
事
業

　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
低
公
害

軽
自
動
車
を
購
入
し
、軽
自
動
車
税

を
納
め
た
方
に
、軽
自
動
車
税
相
当

額
を
奨
励
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

︵
3
6
1
万
円
︶

口
腔
外
傷
防
止
用
具
︵
マ
ウ

ス
ガ
ー
ド
︶補
助
事
業

平
成
27
年
度

主
な
事
業
（
数
字
は
予
算
額
）

❶
魅
力
あ
る
郷
土
を

　
　

ほ
こ
れ
る
ま
ち

❷
市
民
と
行
政
が

　
　

 

協
働
す
る
ま
ち

❸
み
ん
な
で
創
る

　
　
　

安
全
な
ま
ち

熊
谷
の
魅
力
発
信
！

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
事
業

　
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
観
点
を
盛

り
込
ん
だ
観
光
情
報
誌
や
﹁
る
る

ぶ
情
報
版
　
埼
玉
﹂
に
ブ
ッ
ク
イ

ン
ブ
ッ
ク
形
式
で
綴
じ
込
む
﹁
る

る
ぶ
熊
谷
﹂
小
冊
子
版
を
作
成
し

ま
す
。

︵
3
月
補
正
予
算
1
4
8
7
万
円
︶

熊
谷
の
魅
力
発
見
観
光
・
文

化
財
ナ
ビ
導
入
事
業

　
市
内
の
観
光
名
所
や
文
化
財
等

を
紹
介
す
る
ア
プ
リ
﹁
熊
谷
市
観

光
・
文
化
財
ナ
ビ
﹂を
導
入
し
ま
す
。

︵
３
月
補
正
予
算
5
4
6
万
円
︶

○
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
促
進
事
業

　
介
護
施
設
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
い
る
高
齢
者
に
対
し
、
市

内
協
力
店
で
特
典
と
交
換
で
き
る

地
域
通
貨
く
ま
が
や
あ
り
が
と
う

券
を
配
布
し
、
介
護
予
防
と
利
用

者
に
や
さ
し
い
施
設
づ
く
り
を
促

進
す
る
事
業
を
行
う
団
体
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。︵
52
万
円
︶

○
熊
谷
歌
舞
伎
後
継
者
育
成
事
業 

　
熊
谷
歌
舞
伎
の
保
存
と
後
継
者

の
育
成
を
図
る
た
め
、小
・
中
学
生

を
対
象
に
参
加
者
を
募
集
し
、国
重

要
文
化
財
平
山
家
住
宅
に
お
い
て
、

小
・
中
学
生
に
よ
る
熊
谷
歌
舞
伎
の

公
演
を
行
い
ま
す
。︵
29
万
円
︶

○
村
岡
地
域
文
化
遺
産
保
存
事
業

　
村
岡
地
域
の
文
化
遺
産
の
発
信

や
次
世
代
へ
の
継
承
を
目
的
に
、

○
想
い
が
伝
わ
る
熊
谷
小
麦

の
物
語
事
業

　
農
業
改
良
に
尽
く
し
た
本
市
の

偉
人
﹁
麦
王
　
権
田
愛
三
﹂
を
描
い

た
紙
芝
居
を
作
製
し
、
小
学
校
等

に
お
い
て
地
域
食
育
の
教
材
と
し

て
活
用
し
ま
す
。︵
78
万
円
︶

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
作
成
事
業 

　
立
正
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
と
協
働
し
て
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
や
現
地
調
査
を
実
施
し
、
地
域

に
密
着
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ

プ
を
作
成
し
ま
す
。︵
85
万
円
︶

消
防
団
消
防
デ
ジ
タ
ル
無

線
等
整
備
事
業

　
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
対
応
す
る
た
め
、
消
防
団
の
受

令
機
を
更
新
し
ま
す
。
ま
た
、
災

害
時
に
お
け
る
双
方
向
の
情
報
伝

達
を
可
能
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
式
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
整
備
し
ま
す
。

︵
2
9
0
4
万
円
︶

一般会計　歳入・歳出の内訳平成27年度 当初予算額

市税
294億8,199万円
（45.6%）

民生費
256億7,840万円
（39.8%）

総務費
85億6,086万円
（13.3%）

教育費
72億5,496万円
（11.2%）

土木費
67億8,478万円
（10.5%）

衛生費
55億2,092万円
（8.5%）

公債費
44億7,085万円
（6.9%）

消防費
27億6,492万円
（4.3%）

商工費
13億1,778万円
（2.0%）

農林水産業費
12億6,703万円
（2.0%）

その他
9億7,950万円
（1.5%）

国庫支出金
95億8,090万円
（14.8%）

市債
56億1,110万円
（8.7%）

地方交付税
52億円
（8.1%）

県支出金
39億6,672万円
（6.1%）

地方消費税
交付金
29億円（4.5%）

諸収入
26億1,726万円
（4.1%）

繰入金
13億7,006万円
（2.1%）

使用料及び手数料
8億4,062万円（1.3%）
分担金及び負担金
7億9,469万円（1.2%）
地方譲与税
6億2,000万円（1.0%）
その他
6億1,666万円（1.0%）

繰越金
10億円（1.5%）

歳入
646億円

歳出
646億円

646億円

327億2,000万円

251億2,564万7千円

36億7,187万1千円

9,016万1千円

1億3,954万円

12億7,500万4千円

3億9,387万8千円

20億2,389万9千円

68億2,000万円

1,041億4,000万円

注
目
事
業
以
外
の
主
な
事
業
を
、

総
合
振
興
計
画
の
9
つ
の
政
策

に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

内
運
動
場
を
建
築
し
ま
す
。
ま
た
、

玉
井
小
、
秦
小
、
男
沼
小
の
屋
内
運

動
場
の
設
計
、地
質
調
査
等
を
行
い

ま
す
。︵
19
億
4
7
2
9
万
円
︶

市
民
協
働﹁
熊
谷
の
力
﹂

案
内
板
の
設
置
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
の
作
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
育
成
に
取
り
組
み

ま
す
。︵
40
万
円
︶

昨年発行した「るるぶ熊谷Vol.3」

中条中学校生徒による歌舞伎

AED（写真はイメージです）

太陽光ソーラーパネル

女性起業家による
「虹色ハウス sugar」

幹線第3号線
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平成２７年度は
熊谷市誕生１０周年となる記念の年です！

　熊谷市は平成１７年１０月１日に旧熊谷市、旧大里町、旧妻沼町の合併により誕
生し、その後旧江南町と合併し、現在の熊谷市となりました。本年１０月１日で新
市誕生１０周年を迎えます。４月には、熊谷さくら祭、友山まつり、公募熊谷市美
術展などを記念事業として実施します。様々なイベントについて今後、市報等を通
じてお知らせします。

　道路を利用する皆さまに愛着を感じてもらえるような愛称をお待ちしています。

とき　５月２８日（木） 開場 17:45
　　　開演 18:30　終演 21:10
ところ　熊谷文化創造館　さくらめいと
出演　司会　コロッケ
　　　ゲスト　川中美幸、北島三郎、
　　　　　　  水町レイコ ほか（50音順）

費用　無料（入場整理券が必要です。入場整
理券１枚で１歳以上のこどもを含む２人まで入
場できます。）
応募資格　どなたでもご応募いただけます。
申込期限　４月24日（金）必着
申込方法　右記のとおり、郵便往復ハガキにてお申込みください。
※申込多数の場合は抽選となります。
その他　観覧申込みの際にいただいた個人情報は抽選結果の連絡に使用す
るほか、ＮＨＫ受信料のお願いに使用させていただくことがあります。
また、売買を目的とした申込は固くお断りします。
◆企画課　3内線528
◆ＮＨＫさいたま放送局　3048-833-2041

熊谷さくら祭 友山まつり 公募熊谷市美術展熊谷さくら祭
3月27日（金）～4月12日（日）予定3月27日（金）～4月12日（日）予定 4月8日（水）～11日（土）4月25日（土） 4月8日（水）～11日（土）4月25日（土）

友山まつり 公募熊谷市美術展

熊谷市誕生１０周年記念　ＮＨＫ公開収録「ごきげん歌謡笑劇団」観覧者募集
往復ハガキの記入例

（返信）おもて （往信）うら

（
申
込
者
）郵
便
番
号

（
申
込
者
）住
所

（
申
込
者
）氏
名

郵
便
番
号

住
所

氏
名

電
話
番
号

緑

（往信）おもて （返信）うら

熊
谷
市
役
所
企
画
課

（
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

「
ご
き
げ
ん

　
　
歌
謡
笑
劇
団
」担
当

青
3 6 0  8 6 0 1

熊谷市誕生10周年記念　道路愛称募集！ 

応募資格　市内在住、在学、在勤の方
愛称募集道路　①幹線第３号線、②県道羽生妻沼線、
③市道大里１０号線（桜谷通り線）、④市道江南１１０号線
※対象路線等詳しくは、市ホームページまたは応募
パンフレット（道路課・各行政センターにて配布）をご
覧ください。
応募期間　４月１日（水）～５月３１日（日）
応募方法　
【市ホームページから応募する場合】
入力フォームよりお申込みください。
【郵送、ファックス等で応募する場合】
「ファックス、持参」の場合は道路課・各行政センター

にある応募用紙をご使用ください。「ハガキ」の場合
は応募路線番号①～④・愛称名（ふりがな）・愛称の
説明・住所・電話番号・氏名・年齢を記入し、お申
し込みください。
郵送先　〒３６０－８６０１　宮町２-４７-１　道路課宛
発表　市報および市ホームページにて発表します。
路線毎に最優秀賞１名、優秀賞２名を決定します。最
優秀賞は、道路の愛称として、路線ごとに表示します。
※同一名称が複数の場合は、抽選により決定いたします。
※採用愛称の権利は、熊谷市に帰属するものとします。
◆道路課　3内線457　6０４８－５２５－８８７８
〒３６０－８６０１　宮町２-４7-1

くまがや～新たなるステージへ～

さくらやつ

熊
谷
市
は
三
世
代
で
支
え
合
う
家
族
を
応
援
し
ま
す

熊
谷
市
三
世
代
ふ
れ
あ
い
家
族
住
宅
取
得
等
応
援
事
業

上限として商品券で補助します
最大25万円を補助金額

１戸あたり
　
親
世
帯
と
子
世
帯
が
、お
互
い
支
援
し
合
う
た
め
に
、市
内
で
同
居
ま
た
は
近
居
し
、住
宅
を
新

築・購
入
や
増
改
築
し
た
場
合
に
、そ
の
費
用
の一部
を
補
助
し
ま
す
。

対象者の要件
親世帯と子世帯が、市内で、
同居または近居（おおむね1km
以内）することにより、三世代
以上の家族となっていること。

平成26年1月2日以降に、新築・
購入の場合は登記を、増改築
工事の場合は契約を行っている
こと。

住宅の新築・購入・増改築工
事の契約と支払いが済んでい
ること。

親世帯と子世帯とも、熊谷市
の住民基本台帳に登録されて
いること。

補助後、5年間以上、同居ま
たは近居の状態が続く見込み
であること。
親世帯・子世帯の全員が、市
税等（保育料・介護保険料を含
む。）の滞納がないこと。
※対象者および住宅要件の詳し
い内容は、補助金交付要綱をご
覧ください。

住宅の要件
申請時に必要な書類 申請する住宅は、申請者自ら

が居住する住宅で、親世帯ま
たは子世帯の世帯員の所有で
あること。

※補助対象費用の1％を
補助します。市内事業者
の場合の上限額は25万
円、それ以外の場合は
20万円とします。

①誓約書および同意書
②世帯調査票　　　
③交付対象世帯員全員の住
民票の写し
④交付対象世帯員全員の続
柄が確認できる書類
（戸籍の全部事項証明書など）
⑤建物の登記事項証明書の写し
⑥費用が確認できる書類とし
て契約書および領収書の写し
（申請時に、原本を持参）
⑦住宅の位置図（近居の場合は
それぞれの距離のわかるもの）
⑧写真、配置図および平面図
⑨建築基準法に基づく検査済
証の写し
⑩交付対象世帯員全員の納
税証明書
⑪母子健康手帳の写し
（出産予定の場合のみ必要）
⑫その他市長が必要と認める
書類等

申請する住宅の登記が済んで
いること。

増改築工事の場合は、費用が
500万円以上であり、親世帯
と子世帯の同居であること。

同居の場合、親世帯のための
専用居室が1室以上あること。

建築基準法やその他の関係法
令の基準に適合した住宅であ
ること。

申請した住宅は、以前にこの
補助金を受けていないこと。

※新築住宅でも中古住宅でも対
象となります。
　また、一戸建てでもマンション
でも対象となります。

7月1日から
募集開始

◆長寿いきがい課
3内線280･290

熊谷市誕生１０周年 「あついぞ！熊谷」は、今年もみんなの「あつい」活動を応援します！

　特に「あつい」ことに関連する特典やサービスを大きくPRしていきます。
対象となる事業
　夏期（原則７月から９月）に実施し、次のいずれかの要件を満たすもの。
（1） 「あつい」とつながる内容（暑い、熱い、篤い等）
（2） 「あつい」から行う取組み（涼、緑、水等）
（3） 「あついぞ！熊谷」シンボルキャラクター「あつべえ」に関連する取組み
（4） 熊谷市誕生１０周年を「あつく」お祝いする事業
（5） その他「熊谷市」をＰＲする取組み

①「あついぞ！熊谷」冠エントリー事業の募集

対象となる少年・少女
　18歳以下で、予選を勝ち抜き、規定レベルの大会に出場す
る方で、｢あついぞ！熊谷｣少年熱中大使となって、大会会場等で、
｢あついぞ！熊谷｣Ｔシャツ（プレミアム版）を着て本市のPRを行っ
てくれる方。必ず大会に出場する前に申請してください。
※規定レベルの大会：中学生以下の方は、県大会レベル。
それ以外の方は、関東大会レベル。
記念品　「あついぞ！熊谷」Ｔシャツ（プレミアム版）を差し上げます。
応募方法（①②共通）
　所定の応募用紙に記入し、下記へ申請。応募用紙は、市
役所、行政センター等に設置してあるほか、市ホームページ
からダウンロードすることができます。
募集期間　①５月１８日（月）まで　②随時受付
◆企画課　3内線228　6048-525-9222
　  kikaku@city.kumagaya.lg.jp

②｢あついぞ！熊谷｣U-18少年熱中大使の募集

エアコン消して
涼しいところに
集まろう

エアコン消して
涼しいところに
集まろう

　クールシェアとは、ひとり一台のエアコン使用をやめ、
公共施設やお店、自然が多くて涼しい場所をみんなで
シェア（共有）する取組みです。

対象　クールシェアスポットづくりに参加していただける
市内のお店やクールシェアイベントを主催する団体。例え
ば、「クールシェアで来店したお客様に独自のサービスを
提供していただけるお店」、「“涼しさ”を演出する地域で
実施するイベント」など。
募集期間　4月１日（水）～8月31日（月）
※クールシェアＭＡＰへの掲載を希望される場合は、4
月30日（木）までにご連絡ください。
※実施期間は6月1日（月）～9月30日（水）です
費用　無料
◆クールシェアくまがや
実行委員会事務局
（熊谷青年会議所内）
3048-524-0440
5048-524-0519

クールシェアスポット参加店・クールシェアイベントの募集

Ｅメール

市政ワイド 市政ワイド●大里庁舎・大里行政センター30493-39-0311　　●熊谷市役所 3048-524-1111●江南庁舎・江南行政センター3048-536-1521　　●妻沼庁舎・妻沼行政センター 3048-588-1321
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「はじめの一歩助成金」申請団体を募集します

いきいきあんしん  元気で長寿のまち  くまがや

市民協働「熊谷の力」事業を実施します

スタート助成金
１団体あたり１０万円を上限に助成対象経費の３/４（３団体程度）
　新たに市民活動団体として公益活動を開始する団体、
または特定非営利活動法人（NPO法人）の認証を目指し
ている団体等を対象に、団体が活動や事業を開始できる
よう立ち上げ期に係る費用に対して支援します。
チャレンジ助成金
１団体あたり３０万円を上限に助成対象経費の３/４（５団体程度）
　現在市民活動を行っている団体を対象に、公益活動を
拡大、または新たな事業を始める場合など、活動基盤の拡

充等に係る費用に対して支援します。
助成金の手引き・申請書　４月１日(水)から配布（土・
日曜日、祝日を除く）　
※市ホームページからも入手できます。
受付期間　４月１日(水)～２４日(金)（土・日曜日・祝日を除く）
※重複して応募することはできません。
助成対象期間　６月１日（月）～平成28年３月３１日（木）
の期間で行われる事業
配布・受付場所　下記まで。
◆市民活動推進課　3内線３６５

市民協働「熊谷の力」事業
バリアフリーマップ作成事業 都市計画課

長寿いきがい課
江南文化財センター
江南文化財センター
商業観光課

立正大学社会福祉学部ボランティア活動推進センター
くまがや地域通貨研究会
村岡自治会
重要文化財平山家住宅を活用して楽しむ会
熊谷小麦産業クラスター研究会

ありがとう券による介護支援ボランティア活動促進事業
村岡地域文化遺産保存事業
熊谷歌舞伎の後継者育成事業in重要文化財「平山家住宅」
想いが伝わる熊谷小麦の物語事業

実施団体 市のパートナー
◆市民活動推進課　3内線３３０

　いつまでも地域で自立した生活をするため、自らの健康の
保持増進に努めましょう。
対象　65歳以上の市民（登録制）、かつ14回すべてに参加できる方
※介護保険で要支援・要介護認定を受けている方や介護保
険料の滞納がある方は対象となりません。

※応募者多数の場合は抽選
※運動機能向上12回、お口の健康1回、栄養改善の講座1
回の全14回の教室です。※申込みは1人1会場です。
費用　無料
申込み　往復ハガキ（1人1枚）に必要事項「（往信ハガキ裏）
①介護保険証番号　②氏名　③生年月日　④住所　⑤電話
番号　⑥希望会場、（返信ハガキ宛名）①自分の住所　②氏
名」を明記し、4月15日（水）（当日消印有効）までに下記へ。
参加の可否は後日連絡します。
◆長寿いきがい課　3内線２１７・４５１　〒360-8601 宮町2-47-1

月

火

水

木

金

10:00～ 12:00
14:00～ 16:00
14:00～ 16:00
10:00～ 12:00
13:30～ 15:30
10:00～ 12:00
13:30～ 15:30
10:00～ 12:00
10:00～ 12:00
13:30～ 15:30

30
30
35
30
30
30
30
25
30
30

5/25～ 8/31

5/19～ 9/1
5/26～ 8/25

5/27～ 8/26

5/28～ 9/3

5/29～ 9/4

大里コミュニティーセンター
熊谷保健センター
江南勤労福祉センター
別府公民館
立正たちばなホーム
ジョイリハ深谷
ひかわ荘
上之荘
はなぶさ苑地域交流センター
特別養護老人ホーム玉の緒

実施場所

　日常の安否確認と生活の質の向上のため、昼食を自宅ま
で配達しています。
対象者　一人暮らしの６５歳以上の高齢者、または高齢者の
みの世帯で、自分で食事の支度をすることが困難な方
提供日　日曜日および年末年始を除く週４日まで
利用者負担　１食あたり４００円
申込み　下記へ申請書を提出してください。
◆長寿いきがい課　3内線２８０

熊谷さくら運動公園屋内プール｢アクアピア｣無料利用券
　高齢者の健康づくりを目的に、熊谷さくら運動公園屋内
プールの無料利用券を、申請により交付します。
対象　４月１日現在、市内に住所を有する６５歳以上の方
交付枚数　一人あたり年度内２枚
交付期間　４月１日から平成２８年３月３１日まで(利用有効期
間についても同様)
交付場所　下記
◆長寿いきがい課　3内線２８０
◆熊谷さくら運動公園屋内プール　3０４８-５３３-９１００
健康入浴券
　満６５歳以上７７歳未満の方に１００円で利用できる券、４
月１日現在で７７歳以上の方に無料券を交付します。
交付枚数　自宅にお風呂がない方は月あたり４枚、自宅にお
風呂がある方は月あたり１枚
利用できる浴場

　利用を希望される方は、下記へ申請書を提出してください。
◆長寿いきがい課　3内線２８０
◆各行政センター

対象　市内在住の60歳以上で、健康で働く意欲や社会奉仕
活動を希望する方

※入会希望者は、必ず入会説明会にご参加ください。
◆（公社）熊谷市シルバー人材センター本部事務所
3048-524-2810

ずっと元気！らくらく体操教室 各種補助券等を交付します

（公社）熊谷市シルバー人材センター 会員入会説明会

配食サービス

朝日湯
桜湯
見晴湯

本石１－３３２
筑波３－９８－１
伊勢町２６４－２

入会説明会　とき・ところ 入会受付　とき・ところ
本　部
事務所
妻　沼
事務所

毎月第２金曜日13:30～
勤労会館ほか
毎月第２水曜日13:30～
シルバー人材センター妻沼事務所

毎月第３金曜日10:00～15:00
シルバー人材センター本部事務所
毎月第３水曜日10：00～１２：00
シルバー人材センター妻沼事務所

3０４８－５２１－５１６５
3０４８－５２１－２４１８
3０４８－５２１－３９３４

曜日時　間 定員 実施期間（14回）

平成２７年４月から「子ども・子育て支援新制度」が始まります
新制度における主な取組み
○幼稚園と保育所のいいところをひとつにした「幼保連携型認定こども
園」の普及を図ります。
○保育の場を増やし、待機児童を減らして、子育てしやすい、働きや
すい社会にします。
○幼児期の学校教育や保育、地域の様々な子育て支援の量の拡充や
質の向上を進めます。
新制度のポイント
新制度で利用できる教育・保育の場として、以下の施設があります。

※実際に受け入れている年齢は、各施設で異なります。
※未就園児のプレ保育を行っている幼稚園等もあります。

３つの認定区分　 幼稚園や保育所（園）などの利用を希望される保護者
の方に、認定の申請をしていただきます。新制度では、３つの認定区分
に応じて、幼稚園や保育所（園）などの施設等の利用先が決まります。

認定区分 内容 利用できる施設

お子さんが満３歳以上で、教育を希望され
る場合

幼稚園
認定こども園

保育所（園）
認定こども園

保育所（園）
認定こども園
地域型保育事業

お子さんが満３歳以上で、「保育を必要と
する事由」に該当し、保育所（園）等での保
育を希望される場合
お子さんが満３歳未満で、「保育を必要と
する事由」に該当し、保育所（園）等での保
育を希望される場合

１号認定
（教育標準時間認定）

２号認定
（満３歳以上・保育認定）

３号認定
（満３歳未満・保育認定）

施設名 利用年齢 利用時間 施設の概要
①朝～昼すぎ（３～５歳）
※利用時間の前後や長期
休業中に預かり保育を行っ
ている園もあります
②朝～夕（０～５歳）
※保育が必要な場合のみ

保護者が働いている、いないに
関わらず、教育・保育を一体的
に行う施設

小学校以降の教育の基礎を作る
ため、幼児期の教育を行う施設

共働きなど、家庭で保育のでき
ない保護者に代わって保育を
行う施設
家庭的な雰囲気のもとで保育
を行う、定員５人以下の家庭的
保育や、定員６～１９人の小規模
保育などの施設

朝～昼すぎ
※利用時間の前後や長期
休業中に預かり保育を行っ
ている園もあります

朝～夕

朝～夕

０～５歳

3～５歳

０～５歳

０～2歳

認定
こども園

幼稚園

保育所
（園）

地域型
保育事業

※「保育を必要とする事由」・・・就労、妊娠・出産、保護者の疾病・障害など

平成２７年度からの手続きの流れ
新制度では所定の手続きが必要です。

現在通っている幼稚園・保育所（園）を引き続き利用する場合
　必要な手続きについて、現在通っている施設を通じて随
時ご案内します。
保育料について
　新制度の開始に伴い、新制度へ移行する幼稚園や保育
所（園）などの保育料の基準額表を変更します。保育料の算
出根拠が世帯の所得税額から市民税額に変わります。  
   　　  ◆保育課　3内線570

新たに入園・入所を希望する場合

市に「保育の必要性」の
認定を申請します※利用
希望の申込み❸も同時に
できます

利用先の決定後、契約
（入園）となります

保育所等の利用希望の
申込みをします（希望する
施設名などを記載）

市から認定証を交付しま
す（２号認定・３号認定）

申請者の希望、保育所等
の状況などにより、市が
調整を行います※２号、３
号認定の場合、必要に応
じ利用可能な保育所等の
あっせんなどもします

❶

❷

❸

❹

❺

保育所（園）等の
利用を希望する場合

※認定こども園を利用する場合、１号認定の場合はオレンジ色の、
２号、３号認定の場合は緑色の手続きの流れが基本となります。
※新制度への移行を希望しない幼稚園等の入園手続きは従来ど
おりとなりますので、各園に直接お問合せください。

幼稚園等に直接利用申込
みをします

幼稚園等と契約（入園）し
ます

幼稚園等を通じて利用の
ための認定を申請します

幼稚園等から入園の内定
を受けます（定員超過の
場合などは面接などの選
考有）

幼稚園等を通じて市から
認定証を交付します（１号
認定）

❶

❷

❸

❹

❺

新制度へ移行する
幼稚園等の

利用を希望する場合

市長と語ろう！あなたと市長の
主に、その小学校区に在住・在勤・在学の
方、または学区内保育所、幼稚園、児童館
等利用者の保護者の方
各回40人程度
妻沼保健センターでの開催時には2歳以
上の幼児をお預かりできますので、申込
みの際にお申し付けください。
お子さんがいて、お住まいの地区に参加
いただけない方もご応募ください。
申込みの際にお申し付けください。　　
電話またはFAX、市ホームページの「市
長の部屋」から申し込むことができます。
住所・氏名・電話番号を明記し、開催1週
間前までに下記へ。

◆政策調査課3内線368　5 048-525-9222

対　　象

手話通訳 
申 込 み

定　　員
託　　児

第1回 第2回
対　象
と　き

太田小学校区

太田公民館

緑豊かな自然環境を守り
育てるまちづくり

5月10日（日）
9:30～11:30

妻沼南小学校区

妻沼保健センター

健康で生きがいを持って暮らせる
まちづくり（主に高齢者施策）

5月16日（土）
9:30 ～ 11:30

ところ

テーマ（1）

テーマ（2）

地域の魅力を生かした
まちづくり

地域の魅力を生かした
まちづくり

　市長が市内各所に伺い、市
民の皆さんのご意見やアイデア
等をいただき、今後の市政に反
映させるための懇談会です。
　皆さんのご参加をお待ちして
います。

ハートフル・ミーティングハートフル・ミーティング

市政ワイド 市政ワイド●大里庁舎・大里行政センター30493-39-0311　　●熊谷市役所 3048-524-1111●江南庁舎・江南行政センター3048-536-1521　　●妻沼庁舎・妻沼行政センター 3048-588-1321
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